
★ ミュージックバトンに参加しよう！

RFLJ神戸のオリジナルプログラム。

野外ライブで夜通しチャリティに参加でき

るのは全国のリレーフォーライフで神戸だ

け！プロ・アマ問わず、ジャンルも問いま

せん。バンド、弾き語り、ダンスetc. 翌朝

のゴールまで、音楽でいのちのタスキを繋

ぎませんか。

★ キャンドルラン(12時間走)に挑戦！

東遊園地に灯り続ける“希望の灯り”から採

火･点灯した紙灯籠（ルミナリエ）が並ぶコー

スを最長18時間走り続け、翌朝のゴールを

目指します。チーム走のみならず、単独走

ランナーもたくさんおられます。”Relay 

For Life”の起源にちなんだキャンドルラン

に、あなたも挑戦してみませんか。

★リレーウォークに参加しよう！

リレー・フォー・ライフと言えばまずはこのリレー

ウォーク！お友達や学校仲間、職場仲間で

チームを組んで、タスキを繋いで歩いてみ

ませんか。夜通しがんばらなくても大丈

夫！個人参加も大歓迎です！

会場外で、一人で気軽に参加できる「セル

フウォークリレー」もお勧めです。

★ ボランティアスタッフ、実行委員になる！

当日の運営・進行は、様々なボランティア

スタッフによって支えられています。可能

な範囲でお手伝いいただけると助かりま

す！ 一歩進んで、日頃から実行委員として

RFLJ神戸の運営に携わってみませんか。実

行委員会ではあなたの参加を心待ちにして

います！

★ ルミナリエバッグに言葉や絵を描く！

会場に灯る紙灯籠（ルミナリエ）は、キャ

ンドルに揺れる追悼の想いと共に、希望の

灯りでもあります。ルミナリエバッグに、

がんサバイバーへの励ましや、先立った人

への追悼の想いを、文字や絵で、自由に描

いてみてください。キャンドルに浮かび上

がると実に幻想的です。

「常時休むことなくがんと向き合っている

患者を思いながら24時間走ってみよう」

1985年､クラット医師は、シアトルの競技

場で、周回募金を募り＄27,000を集めたの

が”Relay For Life”の始まりです。日本で

は2007年に正式開催、今や全国50数ヶ所

に広がり、「RFLJ神戸」 は2014年からす

でに11回の歴史を数えています。

RELAYFORLIFE JAPAN2026 KOBERELAYFORLIFE JAPAN2026 KOBE
がん征圧・がん患者支援チャリティーイベント

開催予定：6月13日-14日 みなとのもり公園

主催：RFLJ神戸実行委員会 / (公財)日本対がん協会

1 9 8 5 :   R F L の 起 源

★ お店やオフィスに募金箱を！

あなたのお店やオフィス（職場）で、そし

てご家庭でも、募金箱を設置して、RFLJ神

戸の周知と募金活動にご協力をしていただ

けませんか。

募金箱を設置していただけるお店やオフィ

スをご紹介いただけるとありがたいです！

★「協賛」はなによりのご支援です！

個人・団体を問わず「協賛金」「物品」の

提供をお願いできませんでしょうか。飲

料・景品・その他さまざまな物品のご提供

は実にありがたいです。ご協賛いただいた

団体（個人）名は、当日パンフに掲載し、

ホームページでもご紹介いたします。

★ 開催の告知にご協力を！

FacebookやLINEなどのSNSサイトを活用

して、RFLJ神戸の活動を紹介していただい

たり、医療機関、店舗、職場、お住まいの

地域の掲示板や回覧板にRFLJ神戸の告知ポ

スターを張っていただくなど、これらは全

てRFLJ神戸の大きな支援となります。
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がん征圧・患者支援チャリティイベント

みなとのもり公園みなとのもり公園

RELAY FOR LIFE JAPANRELAY FOR LIFE JAPAN
2025 KOBE2025 KOBE

●主催：リレー・フォー・ライフ・ジャパン神戸実行委員会 / (公財)日本対がん協会

●後援：厚生労働省 / 兵庫県 / 神戸市 / (公財)兵庫県健康財団 /(一社)兵庫県医師会 / (一社)神戸市医師会 /

ひょうごがん患者連絡会 / 兵庫県赤十字血液センター / (公社)兵庫県看護協会 / (社福)神戸市社会福祉協議会 / 

(生協)コープこうべ / (一財)神戸観光局 / NHK 神戸放送局 / 神戸新聞社 / サンテレビジョン / ラジオ関西 / 神戸経済新聞

活動報告書活動報告書★★★ ★★★

★★★★★ 日没以降翌朝まで 約1000個のキャンドルルミナリエ（紙灯籠）が灯り続けます ★★★★★

がん患者を応援して
あなたも一緒に歩き、走りましょう!

がんで亡くなった方を偲ぶ
キャンドルライトセレモニー

だれも座っていないイスがあります

あなたはここにだれの姿を見るのでしょう

私たちは一人ではありません

あの人の思いとともに

朝を迎えるまで

ともに歩んでいきましょう

だれも座っていないイスがあります

あなたはここにだれの姿を見るのでしょう

私たちは一人ではありません

あの人の思いとともに

朝を迎えるまで

ともに歩んでいきましょう
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★キャンドルラン参加者 キャンドルラン参加 金野 真和さん

RFL神戸はまさに”繋がり”。まず、日中の部代表として私から、夜の部代表のがんサバイバーの

方へ“シンボルたすき”の授与。大雨の中、たすきは見知らぬ方々の間で受け渡され、交流の

きっかけに。気づけばお互いに「ナイスラン！」「あと4時間、頑張りましょう！」と励ましあい。朝、

清々しい快晴となり、ゴール。たすきは私の手元から来年へと継承。今後も人の繋がりがますま

す拡がっていくことを。ありがとうございました。

★ミュージックバトン出演者 Timeflies 耕笑園ラスカール（小林清隆）

若くして母を白血病で亡くし友人をがんで亡くし、自らも癌に怯えていながらもどこか他人事のよ

うに感じていましたが、この度ミュージックバトンに参加させていただき、各々が自分事としてとら

え、力を合わせることの尊さと大切さを改めて感じました。これからもひとつの小さな燈としてス

テージに立たせていただきたいと願っています。

★ボランティア参加者 神戸みなとライオンズクラブ 会長 山﨑 努さん

RFLJ神戸に個人としては3回目、今年は所属する奉仕団体「神戸みなとライオンズクラブ」の

会長として参加させて頂きました。今回は、「ミニSL」の線路設営をお手伝いさせていただきまし

た。「共に同じ朝を迎えよう。決して一人ではないよ」というメッセージが込められたこのイベントに

今年も携われたことは、がん患者と支援者が集う意味を考える良い機会となり、来年もぜひ参

加させて頂きたいと思います。

★かたらナイト 日下 亜起子さん

初めて参加させていただきました。あいにくの雨の中でしたが準備、後片付けのお手伝い、受付

などにも入り、皆さんのご苦労を目の当たりにし、熱意に頭の下がる思いでした。今回は医療

職の一員として、またがんサバイバー・ケアギバーとして、仕事との両立も含めた体験談を語らナ

イトでお話しし、非常に貴重な経験となりました。このような機会を与えていただきありがとうござ

いました。素敵な出会い・新しいつながりに感謝し、これからもがん診療に貢献していきたいと思

います。今後もいろいろな形で、少しでもお役に立てれば幸いです。

★啓発ブース・リレーウオーク参加 神戸市健康局保健所保健課 河津さん

今年度もRFLJ神戸に参加させていただきました。あいにく激しい雨の中での開催となりましたが、

その分参加者同士がゆったりと語り合える時間が生まれ、心温まる交流の場となりました。神

戸市健康局では、啓発ブースにて「神戸市のがん対策」について情報発信を行い、多くの

方々に関心を持っていただく機会となりました。がんに向き合うすべての人々が、少しでも前向

きな気持ちになれるよう、今後も市民の皆さまとともに歩み続けてまいります。

• (公財) 兵庫県健康財団

• 神戸信用金庫

• 刺繍.com

• (株)シイメス

• (株)日本トリム

• 田丸一男さん（アナウンサー）

• ユニバーサル研究会

• 神戸みなとライオンズクラブ

• (株)かもめ

• (株)ナチハマ

• 兵庫ケーブル(株)

・ デイリーゴルフスマウラ

• 日本イーライリリー(株)

• (社福) 神戸市社会福祉協議会

• (公財) ユーハイム体育・スポーツ振興会

• Sports Aid

• NPO法人さをりひろば

• クレイジー食堂

• (株) Sound Crew

• 走る堂

• B.L.S.救急神戸

• NPO法人阪神淡路大震災「HANDS」

• (株) トヨタレンタリース神戸

• (株) ハーリー企画

• リレーウォーク参加者のみなさん

• キャンドルラン参加者のみなさん

• ミュージックバトン出演者のみなさん

• ボランティア参加のみなさん

• ブース出店者のみなさん

• 募金箱設置協力店のみなさん

リレー・フォー・ライフ・ジャパン 特別協賛

参加者の声 協賛・協力

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2025神戸は、多くの皆さまのご協力のもと、無事に

すべてのプログラムを終えることができました。

今回は開催直前に梅雨入りし、前日の天気予報は悪天候で、交通機関の計画

運行が話題になるほどの雨予報。開催に向けてのいろんなパターンを考え、中止とい

う最悪の状況も覚悟しながら当日の朝を迎えました。

そんな状況ではありましたが、多くの方にご来場いただき、翌朝のゴールまでプログラ

ムを変更することなく、神戸ならではの「命のリレー」を繋ぐことができました。

今年の試みとして、ボランティアのナースの皆さんによる「心と体の休憩所」が初参

加。語らいサロンとともに多くのサバイバーさんが訪れ、従来の神戸市保健所様、兵

庫県健康財団様、日本対がん協会のブースとともに、神戸の啓発はより充実してき

たと思います。

初日は時折風雨が強くなる時間もありましたが、サバイバーズラップ、会場近くの東

遊園地に灯り続ける「希望の灯り」の分灯、そしてキャンドルライトセレモニー・エンプ

ティテーブルの時間には不思議と雨がやみ、大切な人へ思いを馳せる時間を過ごす

ことができました。ＨＯＰＥ点灯時は風が強く、なかなかキャンドルに火を灯すことが

できませんでしたが、その場のみんなの思いが一つになり無事に点灯。そしてボラン

ティアさんが諦めずに何度も何度も火をつけて回ってくださったお蔭で、夜中には会場

内のすべてのルミナリエに火が灯りました。火を灯し続けるボランティアさん姿に、「諦

めない」思いが起こすパワーを感じ、ゴールを目指す力を得たように思います。

今年はスタッフもボランティアも過去最少人数での開催となり、準備中から昨年以

上に開催を継続する難しさを感じた年でした。それでも「また来年お会いましょう」とお

話したサバイバーの皆さまの笑顔を思い浮かべ、実行委員が一丸となって開催に辿

り着くことができました。今後のリレー・フォー・ライフ・ジャパン神戸の継続には、実行

委員、当日スタッフ、ボランティアのすべての面で皆さまのご協力が必要です。さらな

るご支援のほど、どうぞよろしくお願いします。

最後になりましたが、会場にお越しいただいたサバイバー、ケアギバーの皆さま。リ

レーウォーク、キャンドルラン、ミュージックバトン、ブース出店、ボランティア等の参加者

の皆さま。語らいサロン、あじさいの部屋にお越しいただいた皆さま。お手伝いに駆け

つけてくださった、各地の実行委員会の皆さま。ご協賛、ご後援、ご協力いただいた

全ての皆さまに、心より御礼と感謝を申し上げます。

また来年、2026年6月に、みなとのもり公園で再会できることを楽しみにしておりま

す。皆さま、本当にありがとうございました。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン神戸実行委員会

実行委員長 相川 尚子

リレー・フォー・ライフ・ジャパン神戸

収支報告書

「リレー･フォー･ライフ･ジャパン2025神戸」開催のお礼とご報告

１･がんの悩み相談 ２･プロジェクト未来 3･若手医師育成支援 ４･がん検診受信率アップ（審議中）

リレー･フォー･ライフの寄付金・売上金は、必要経費を除いた全額が 公益財団法人日本対がん協会を通じて、
さまざまながん患者支援活動に使われています。

全国で医師、看護師・社会
福祉士による、電話相談を
無料で実施しています。

がんの新しい治療法や創薬
の研究費の助成を行ってい
ます。

意欲ある若手医師が海外の
専門施設で研修するための
費用を一部助成しています。

がんについての知識の普及・
啓発・がん検診の受信推進
活動を実施しています。
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前年度繰越金 ¥100,000

協賛広告費・助成金 ¥440,000

グッズ販売収入 ¥5,500

参加費 ¥590,250

出店料 ¥100,300

ラン寄付金 ¥143,610

場外寄付金 ¥397,886

当日寄付金 ¥102,890

ルミナリエ募金 ¥1,500

雑収入 ¥18,880

小計 ¥1,900,816

オンライン寄付 ¥37,000

合計 ¥1,937,816

会場借用費 ¥90,276

会場設営費 ¥1,089,523

ごみ処理費 ¥42,070

支払手数料 ¥7,634

チラシ等作成費 ¥68,728

賃料 ¥50,000

車両交通費 ¥42,823

ルミナリエ費用 ¥4,170

通信・配送費 ¥8,056

その他広報費 ¥36,218

事務局運営 ¥76,268

グッズ制作費 ¥13,400

会議費 ¥5,900

イベント雑費 ¥93,762

小計 ¥1,628,828

次年度準備金 ¥95,000

対がん協会寄付金 ¥213,988

合計 ¥1,937,816

収入の部

支出の部

★ボランティア参加 小亀 明子さん

初めて一人での参加で不安もありましたが、思い切ってボランティアに申し込みました。しかし、

その心配はすぐに吹き飛びました。参加者の皆さん、ブースの方々、そしてスタッフの方々がとて

も優しく声をかけてくださり、安心して過ごすことができたからです。体調の都合で初日の日中し

か参加できませんでしたが、サバイバーの方、関連業者の方、学生さんなど、多くの方とつなが

ることができました。ウォークでは少し恥ずかしさもありましたが、皆さんに見守っていただき、大き

な達成感を得られました。次はぜひ夜の部にも挑戦してみたいです。来年も再来年も、たとえ

少しずつでも参加を続けたいと思える、本当に素敵な取り組みだと感じました。
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